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令和４年度 第２回 全国健康保険協会北海道支部評議会開催結果（概要） 

 

 

令和４年 10 月 27 日（木）全国健康保険協会北海道支部（THE PEAK SAPPORO ４階 

会議室Ａ）において、９名中８名の評議員の出席をいただき、令和４年度第２回全国

健康保険協会北海道支部評議会を開催いたしました。その概要につきましては、以下

のとおりです。 

 

１． 日 時 令和４年 10 月 27 日（木） 14：00～16：00 

 

２.   場 所 全国健康保険協会北海道支部 

（THE PEAK SAPPORO ４階 会議室Ａ） 

 

３．  出席評議員 石井評議員、海野評議員、尾池評議員、片桐評議員、 

武山評議員、知野評議員、牧野評議員、吉田評議員  

（五十音順） 

 

４．  議 事 

 

（１）令和５年度北海道支部事業計画及び保険者機能強化予算の策定に向けた意 

          見聴取について 

企画グループ長より資料に基づき説明後、議事に対する意見があった。 

 

（２）令和５年度保険料率（医療分）について 

企画総務部長より資料に基づき説明後、議事に対する意見があった。 

 

（３）更なる保健事業の充実について 

保健グループ長より資料に基づき説明後、議事に対する意見があった。 

 

（４）保険者努力重点支援プロジェクトの実施について 

企画グループ長より資料に基づき説明後、議事に対する意見があった。 

 

（５）医療保険者を取り巻く最近の動向について 

企画グループ長より資料に基づき説明後、議事に対して特段意見はなかった。 

 



 

2 

 

 

５． 議事に対する評議員からの主なご意見・ご発言 

    以下のとおり。 

 

 

議題１：令和５年度北海道支部事業計画及び保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴

取について 

 

SNSを活用した広報について、表示や活用の方法も多様に考えられるので、将来的には予

算を拡大してもよいのではないか。また、健康事業所宣言の再エントリーは、受け身であっ

たものを今後どう健康づくりに取り組み、結果を出すか考える良い契機になった。（被保険

者代表） 

➢SNS広告について、２年程実施して得られたエビデンスを踏まえながら、SNSを活用し

たポピュレーションアプローチを行っていきたい。再エントリーについては、健診受診率等

の数値目標を把握していただき、目標達成の意識づけができる点を前向きに捉えている。今

後もご協力をお願いしたい。（事務局） 

 

若者に対するアプローチも大事だが、事業主の健康経営に対する実践的な意識の定着が重

要であり、事業主側へのアプローチを今後もお願いしたい。（学識経験者） 

➢実践的な健康経営の実現に向けて現状を見直し、取り組んでいるところである。（事務局） 

経営者としても健康づくりの取り組みとして、健康関連の情報発信のほか、禁煙啓発を行

っている。（事業主代表） 

 

メンタルヘルスをテーマにした健康づくり講演会について、参加者はメンタルヘルスに

問題を抱える当事者なのか。どのような人を対象に実施しているのか。（学識経験者） 

➢概ね経営者、会社の福利厚生担当者であり、現状社員個人に参加いただいている状況

ではない。当事者個人に向けての広報が難しいと感じているところである。（事務局） 

 

議題２：令和５年度保険料率（医療分）について 

 

中小企業の代表として意見を述べたい。コロナが終息せず、ロシア情勢による資材や

燃料の高騰、円安による物価高など問題が多い中、経営者として経費が膨らむ一方であ

る。その経費を軽減するためにも料率が上がらない方向で進めてほしい。（事業主代表） 

 

経営者も事業所の経済的負担の問題を多く抱えている。料率の軽減が望ましいが、収

支差が赤字に転じる試算が出ている以上、現状維持はやむを得ないと考える。現状維持
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もしくは料率軽減がなされるよう、評議会でも議論を深めていきたい。（事業主代表） 

 

物価が上がり続けると、一般的には賃金も上昇することが考えられる。今後、賃金が

上がれば当面の間は、料率を上げなくても医療費を賄えるという考え方もできるのでは。

収支見通しを立てる上で、このような前提も考え方に取り入れることが必要なのでは。

（学識経験者） 

 

議題３：更なる保健事業の充実について 

 

LDL コレステロールに関して、特定保健指導の対象者が増加するのではないか。また、

健診実施率の向上のためには、広報も重要であると考える。（被保険者代表） 

➢LDL コレステロール値に着目した受診勧奨であり、特定保健指導の対象者数に影響は

ない。受診勧奨の実施によって、医療費の増加に影響する可能性はあるが、将来的な重

症化予防の観点から対象を拡大した。広報については、健診費用の自己負担額の減額を

全面に打ち出して行っていきたい。（事務局） 

 

議題４：更なる保健事業の充実について 

 

保険料率の高い低いが問題ではなく、その差の要因を要素別に分解し分析することが

必要。低い支部が医療に恵まれていないこともあるのではないか。（事業主代表） 

 

地域性がある医療費構造の結果として医療費が高いのであれば、改善が難しい問題。

支部として、必要な事項について積極的に発言、検討し取り組んでもらいたい。（学識

経験者） 

 

 

議題５：医療保険者を取り巻く最近の動向について 

 

意見なし。 

 

以上 


